
広がる未来へ！ 「⼟壌医」を⽬指して 
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１． 幼児保育から農業へ！ 

 前職は２０年ほど保育⼠として働いていま
したが、より⾃然を⾝近に感じられる「農業」
に従事したいという思いが強まり、現職であ
る「⼗勝特産種苗センター」に勤務すること
になりました。 
 
 
 
 
 

          
「いんげん」の病株抜き取り作業 

ここで、⻨・⾖類・⾺鈴薯・ソバなどの「原
原種」「原種」の⽣産技術を学んでいく中で「⼟
づくり」の⼤切さを知り、知識を⾼めるため
⼟壌医検定の参考書を⼿に取りました。 
初めは「良い物がたくさん穫れてほしい」と
いう気持ちだったのですが、参考書を読み進
めるうちに「作物が健康で⽣き⽣きと育って
ほしい」という気持ちに変わっていきました。  
この頃から学ぶことが楽しくなり３級、２級
と受験を重ね、⼟づくりのプロである「⼟壌
医」を⽬指すようになりました。 

２．１級受験 そして 2 度の不合格  
そして 2020 年度に１級受験。この時レポー 
トは合格点の 20 点には満たず不合格。次の 
年再挑戦するも、またもや 20 点に満たず不合 
格。「もう無理かな」と半ば諦め、その後 
2 度の検定試験を⾒送ることになりました。 
そんな折、⼟壌医の⽅との出会いが転機とな
り、職場の上司や同僚などにも⽀えられる中
「もう 1 度挑戦してみよう！」という気持ち 

 が湧き上がってきました。 

 
３．挫折からの 3 度⽬の挑戦 

合格を勝ち取るには３つの関⾨があります。 
 ①まず第１関⾨は５０問の択⼀問題です。 

とにかく時間が⾜りません。 
これは、ひたすら過去問を解き、落ち着いて
スムーズに解答していく要領を⾝に付けま 
した。迷ってもペースは落とさずに解答し、 
最後に⾒返すクセをつけます。 

 ②第 2 関⾨は記述試験です。 
過去問を解いていく中で、理解しきれていな
いところを参考書に戻って⾒直し、簡潔な⽂
章で書き留めるということを繰り返しました。 

 ③そして最⼤の難関はレポートの提出です。 
これは「普及」という項⽬のハードルを越え
なくてはなりません。なかなか普及活動の機
会を持てない私にとってはとても⾼いハード
ルでしたが「⼟壌医」の⽅々によるサポート
のおかげで普及の機会を得ることができまし
た。 
そして 2 年ぶり 3 度⽬の挑戦で、還暦にして 
ようやく⼟壌医検定 1 級合格を勝ち取ること 
ができたのです。 
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４． 「⼟壌医」として〜 
   今年に⼊り「⼗勝⼟壌医の会」が設⽴され

事務局⻑として北海道帯広会場での⼟壌医
検定試験の設置・運営や、「⼟づくり」の出
張講習受け⼊れなどを⾏っています。 

   今後は、営農される⽅々が「⼟づくり」の
⼤切さを知り実践することで、作物の品
質・収量性が⾼まり安定⽣産が実現できる
ようなアドバイスを⾏いたいと思います。
そのためには、⾃⾝も学ぶことを忘れず研
鑽を重ねてゆくことが必要と感じています。 

   たくさんの⽅々に⽀えられ願いが叶ったこ
とで、⾒える世界が格段に広がり、取り組
めることが増えてきました。 

   今度は私が「⼗勝⼟壌医の会」を通して⼟
壌医を⽬指す⽅々に普及の機会を提供し、
合格のサポートを⾏うことが使命と考えて
います。 

 
   これから⼟壌医検定を受験される⽅、受験

を考えられている⽅々。 
「⼟」を知ることで作物を健やかな⽣⻑へ
と導くことができます。 
⼤切な作物とともに⾃⾝も⽬標に向かって
成⻑していけるとしたら素敵なことですね。 
 

   共に、広がる未来へ！！ 
 
 
 
 
 
 
 

                   
すくすくと育つ秋播小麦「ゆめちから」 


